
   

旭
川
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
お
よ
び

旭
川
地
方
法
務
局
で
は
、
次
代
を
担
う

中
学
生
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
人
権
作

文
コ
ン
テ
ス
ト
を
開
催
し
ま
す
。
「
人

権
」
に
対
す
る
気
持
ち
を
文
字
に
し
て

た
く
さ
ん
の
人
に
伝
え
て
み
ま
せ
ん
か
。 

▼
内
容 

 

日
常
の
家
庭
生
活
、
学
校
生
活
、
グ

ル
ー
プ
活
動
や
地
域
社
会
と
の
関
わ

り
な
ど
の
中
で
得
た
体
験
な
ど
を
通

じ
て
、
基
本
的
人
権
の
重
要
性
や
必

要
性
に
つ
い
て
考
え
た
こ
と
な
ど 

▼
応
募
方
法 

＊
原
稿 

 

４
０
０
字
詰
原
稿
用
紙
５
枚
以
内
作

品
に
は
「
学
校
名
、
学
年
、
氏
名
（
ふ

り
が
な
）
」
を
書
い
て
く
だ
さ
い 

＊
締
め
切
り 

 

８
月
31
日
（
月
）
（
必
着
） 

＊
送
付
先 

 

〒
０
９
６
―
０
０
１
１ 

名
寄
市
西
１
条
南
11
丁
目
１
番
地

５ 

 

旭
川
地
方
法
務
局
名
寄
支
局 

＊
入
選
発
表 

 

10
月
下
旬
に
学
校
長
あ
て
に
通
知 

＊
そ
の
他 

 

入
賞
作
品
に
つ
い
て
は
、
応
募
者
の

学
校
名
・
学
年
・
氏
名
が
公
表
さ
れ
、

新
聞
紙
上
、
北
北
海
道
人
権
啓
発
活

動
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
や
作
文
集
な
ど
に
公
表
し
ま
す
。 

◇
お
問
い
合
わ
せ
先 

旭
川
地
方
法
務
局
名
寄
支
局 

 

電
話
０
１
６
５
４
―
２
―
２
４
４
９ 
 

 

   

 
国
際
自
転
車
競
技
連
合
（
Ｕ
Ｃ
Ｉ
）

公
認
の
自
転
車
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
「
ツ
ー

ル
・
ド
・
北
海
道
」
が
９
月
11
日
か
ら

３
日
間
、
道
北
・
道
央
地
域
の
23
市
町

管
内
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
本
大
会
は
29

回
目
を
迎
え
、
国
内
外
か
ら
20
チ
ー
ム

１
０
０
人
の
選
手
が
出
場
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
一
流
選
手
の
迫
力
あ
る
レ
ー

ス
を
間
近
で
観
戦
で
き
る
せ
っ
か
く
の

機
会
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
沿
道
か
ら
応
援

し
て
く
だ
さ
い
。 

 

剣
淵
町
は
９
月
11
日
（
金
）
、
道
道

５
４
５
号
・
道
道
２
９
３
号
・
道
道
５

３
６
号
の
コ
ー
ス
で
和
寒
町
と
の
境
界

10
時
55
分
こ
ろ
か
ら
士
別
市
と
の
境

界
11
時
８
分
こ
ろ
通
過
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
大
会
期
間
中
、
隊
列
通
過
時

刻
の
約
３
分
前
か
ら
隊
列
が
通
過
す
る

ま
で
の
間
（
最
大
約
20
分
程
度
）
、
車

両
・
歩
行
者
の
通
行
制
限
な
ど
交
通
規

制
が
行
わ
れ
ま
す
。
ご
理
解
の
う
え
、

現
場
の
警
察
官
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ

さ
い
。 

◇
お
問
い
合
わ
せ
先 

町
づ
く
り
観
光
課
企
画
商
工
観
光
グ

ル
ー
プ 

電
話
34
―
２
１
２
１
内
線
２
２
２ 

ツ
ー
ル
・
ド
・
北
海
道
２
０
１
５
実

行
委
員
会 

０
１
１
―
２
２
２
―
５
９
２
２ 

              

 

こ
の
た
び
、
戦
没
者
な
ど
の
遺
族
に

対
す
る
特
別
弔
慰
金
支
給
法
が
改
正
さ

れ
、
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、
平
成
27
年
４
月
１
日
に
お
い
て

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
な
ど
を
受
け

る
方
が
い
な
い
場
合
に
、
次
の
順
番
に

よ
る
先
順
位
の
ご
遺
族
お
一
人
に
、
特

別
弔
慰
金
（
額
面
25
万
円
、
５
年
償
還

の
記
名
国
債
）
が
支
給
さ
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。 

▼
支
給
の
対
象 

 

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族
で 

①
平
成
27
年
４
月
１
日
ま
で
に
戦
傷
病

者
戦
没
者
遺
族
等
援
護
法
に
よ
る
弔

慰
金
の
受
給
権
を
取
得
し
た
方 

②
戦
没
者
な
ど
の
子 

③
戦
没
者
な
ど
と
生
計
関
係
を
有
し
て

い
た
父
母
、
孫
、
祖
父
母
、
兄
弟
姉

妹
（
戦
没
者
な
ど
と
生
計
関
係
を
有

し
て
い
な
か
っ
た
方
、
平
成
27
年
４

月
１
日
に
お
い
て
婚
姻
に
よ
り
姓
が 

変
わ
っ
て
い
る
方
ま
た
は
遺
族
以
外

の
方
と
養
子
縁
組
を
し
て
い
る
方
は

除
か
れ
ま
す
。
） 

④
前
記
①
か
ら
③
以
外
の
三
親
等
以
内

の
親
族
（
戦
没
者
な
ど
の
死
亡
時
ま

で
引
き
続
き
１
年
以
上
生
計
関
係
を

有
し
て
い
た
方
に
限
ら
れ
ま
す
。
） 

▼
請
求
期
限 

 

平
成
28
年
３
月
31
日
（
木
） 

◇
請
求
先
、
お
問
い
合
わ
せ
先 

 

住
民
課
環
境
民
生
グ
ル
ー
プ 

 

電
話
34
―
２
１
２
１
内
線
４
１
２ 

 
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
募
集
に
つ
い
て 

 

ツ
ー
ル
・
ド
・
北
海
道
２
０
１
５
大

会
の
開
催
に
つ
い
て 

 

戦
没
者
な
ど
の
ご
遺
族
の
皆
様
へ 

お知らせ 



    

税
関
で
は
戦
後
、
海
外
か
ら
引
き
揚

げ
て
こ
ら
れ
た
方
々
か
ら
お
預
か
り
し

た
、
約
87
万
件
の
未
返
還
の
保
管
証
券

類
を
お
返
し
し
て
い
ま
す
。 

▼
終
戦
後
、
海
外
か
ら
引
き
揚
げ
て
来

ら
れ
た
方
々
が
、
上
陸
地
の
税
関
・

海
運
局
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
。 

▼
帰
国
前
に
樺
太
（
真
岡
、
大
泊
、
豊

栄
、
留
多
加
な
ど
）
、
満
州
（
瀋
陽
、

吉
林
、
撫
順
、
鞍
山
な
ど
）
に
あ
っ

た
在
外
公
館
、
日
本
人
自
治
会
に
預

け
ら
れ
た
通
貨
・
証
券
な
ど
の
う
ち

日
本
に
返
還
さ
れ
た
も
の
。 

▼
保
管
証
券
類
と
は 

 

税
関
が
保
管
し
て
い
る
通
貨
・
証
券

類
と
は
、
日
本
銀
行
券
（
新
・
旧
）
、

旧
日
本
軍
軍
票
、
預
貯
金
証
書
、
国

際
証
書
な
ど
を
い
い
ま
す
。
上
陸
港

で
引
揚
者
か
ら
税
関
が
預
か
っ
た

「
上
陸
港
扱
い
の
保
管
物
件
」
と
外

地
か
ら
の
引
き
揚
げ
の
際
、
在
外
公

館
ま
た
は
日
本
人
自
治
会
へ
寄
託
さ

れ
、
最
終
的
に
税
関
に
移
管
さ
れ
た

「
外
地
扱
い
の
保
管
物
件
」
が
あ
り

ま
す
。 

返
還
の
請
求
は
ご
本
人
だ
け
で
な
く

ご
家
族
の
方
々
で
も
構
い
ま
せ
ん
。「
も

し
か
し
た
ら
家
に
も
…
」
と
お
気
づ
き

の
方
は
、
お
気
軽
に
最
寄
り
の
税
関
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

◇
お
問
い
合
わ
せ
先 

 

函
館
税
関
監
視
部
統
括
監
視
官
部
門 

 

〒
０
４
０
―
８
５
６
１ 

 

函
館
市
海
岸
町

24
番
４
号 

函
館

港
湾
合
同
庁
舎 

 
 

    
平
成
25
年
度
の
年
次
有
給
休
暇
の
取

得
率
は

48
．
８
％
と
な
っ
て
お
り
、

仕
事
と
生
活
の
調
和
（
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
）
の
実
現
の
た
め
内
閣

府
特
命
担
当
大
臣
か
ら
「
プ
ラ
ス
ワ
ン

休
暇
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
実
施
に
つ
い

て
提
言
が
行
わ
れ
、
こ
れ
に
よ
り
厚
生

労
働
省
か
ら
働
き
方
、
休
み
方
を
変
え

る
第
一
歩
と
し
て
「
プ
ラ
ス
ワ
ン
休
暇
」

の
実
施
が
勧
め
ら
れ
て
い
ま
す
。 

こ
れ
は
、
土
日
、
祝
日
に
年
次
有
給

休
暇
を
組
み
合
わ
せ
て
３
日
（
２
日
）

＋
１
日
以
上
の
連
休
を
実
現
す
る
も
の

で
、
取
得
し
や
す
い
夏
季
に
お
け
る
連

続
休
暇
の
取
得
、
ま
た
、
労
使
一
体
と

な
っ
た
計
画
的
な
年
次
有
給
休
暇
の
取

得
を
目
指
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
年
次
有
給
休
暇
の
「
計
画
的

付
与
制
度
」
も
あ
り
、
労
使
協
定
を
結

び
年
次
有
給
休
暇
の
付
与
日
数
の
う
ち
、

５
日
を
除
い
た
残
り
の
日
数
に
つ
い
て
、

計
画
的
に
取
得
日
を
割
り
振
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。
活
用
方
法

も
企
業
な
ど
の
実
態
に
合
わ
せ
、
さ
ま

ざ
ま
な
付
与
の
方
法
が
あ
り
ま
す
。 

    

物
干
し
竿
の
移
動
販
売
を
呼
び
止
め

た
と
こ
ろ
、
①
料
金
を
言
わ
ず
竿
を
切

り
始
め
、
切
断
後
に
高
額
な
料
金
を
請

求
さ
れ
、
も
う
切
っ
て
し
ま
っ
た
か
ら

返
金
で
き
な
い
と
支
払
い
を
強
要
さ
れ

た
。
②
ア
ナ
ウ
ン
ス
し
て
い
る
竿
は
品

切
れ
だ
と
料
金
表
を
出
し
、
別
の
竿
の

方
が
材
質
も
良
い
と
勧
め
ら
れ
値
段
も

高
く
な
か
っ
た
の
で
注
文
す
る
と
、
高

額
な
料
金
を
請
求
さ
れ
た
。
料
金
表
と

違
う
と
指
摘
す
る
と
、
そ
れ
は
50
セ
ン

チ
当
た
り
の
料
金
だ
と
言
わ
れ
、
断
れ

ず
支
払
っ
た
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
り

ま
す
。 

▼
ク
ー
リ
ン
グ
・
オ
フ
な
ど
が
可
能
な

場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
領
収
証
が
発

行
さ
れ
な
か
っ
た
り
、
発
行
さ
れ
て

も
記
載
さ
れ
た
連
絡
先
や
住
所
が
架

空
の
も
の
だ
っ
た
り
で
、
そ
の
後
の

返
金
交
渉
な
ど
が
で
き
な
い
ケ
ー
ス

が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。 

▼
移
動
販
売
業
者
か
ら
購
入
す
る
際
は
、

購
入
前
に
し
っ
か
り
商
品
と
金
額
を

確
認
し
、
で
き
れ
ば
複
数
人
で
購
入

す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
金
額
な
ど

に
納
得
が
い
か
な
い
場
合
は
き
っ
ぱ

り
断
り
ま
し
ょ
う
。 

 

困
っ
た
と
き
は
、
消
費
生
活
相
談
窓

口
へ
す
ぐ
相
談
！ 

◇
お
問
い
合
わ
せ
先 

士
別
地
区
広
域
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー 

消
費
生
活
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル 

23
―
３
８
２
０ 

８
時
30
分
～
17
時

15
分
（
土
・
日
・
祝
日
・
年
末
年
始

を
除
く
） 

 

   

北
海
道
警
察
署
で
は
、
平
成
27
年
度

第
２
回
採
用
試
験
を
行
い
ま
す
。
受
験

区
分
・
採
用
人
数
な
ど
、
詳
し
く
は
警

察
署
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

▼
受
付
期
間 

 

８
月
11
日
（
火
）
～
８
月
26
日
（
水
） 

▼
１
次
試
験
日 

 

９
月
20
日
（
日
） 

◇
お
問
い
合
わ
せ
先 

士
別
警
察
署 

電
話
23
―
０
１
１
０ 

 
戦
後
海
外
か
ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ

た
方
々
へ 

 

北
海
道
警
察
官
の
募
集
に
つ
い
て 

 

プ
ラ
ス
ワ
ン
休
暇
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
お
知
ら
せ 

お知らせ 

 

移
送
販
売
の
物
干
し
竿
購
入
ト
ラ
ブ

ル
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う 


